
P2
70

～
「
垂
直
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
水
平
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」 

 

学
習
プ
リ
ン
ト
１ 

３
年 

 

組 
 

番 

氏
名 

 

一 

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
特
質 

結
論 

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
は
、<

鏡>

の
現
象
で
あ
る
。（
１
） 

 
 
 
 

 
 
 

装
い
と
は
、
人
々
が
互
い
に
自
己
を
映
し
合
う
と
い
う
、<

鏡>

の
現
象
の
最
も
重
要
な
媒
体
と
な
る
も
の 

で
あ
る
。（
４
） 

 

★<

鏡>

と
は
？ 

 

注
目
！
（
２
） 

「
言
い
換
え
る
と
、」（p270

・6

） 

 
 
 
 
 
 
 
 

比
喩
（=<

鏡>

） 

 
<

私> 
 
 
 
 

ち
ょ
う
つ
が
い 

 
 
 
 
 

私
の
身
体
の
可
視
的
な
表
面 

 
 
 
 
 
 
 
 

役
割
・
・
・
媒
介
・
媒
体 

 

注
目
！
（
３
） 

「
つ
ま
り
、」（p271

・8

） 

私
た
ち
は
絶
え
ず
視
線
を
交
換
し
な
が
ら
、<

私>

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
互
い
に
調
整
し
合
う
の
で
あ
る
。 

 

<

私>

は
、
自
分
の
解
釈
の
み
で
は
捉
え
ら
れ
な
い 

 

★
装
い
（=

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
）
の
役
割 

「
人
々
は
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
セ
ル
フ
・
イ
メ
ー
ジ
を
補
強
し
、
相
互
に
調
整
す
る
た
め
に
、
共
通
の
可
視 

性
の
ス
タ
イ
ル
へ
と
自
分
の
身
体
的
存
在
を
加
工
・
変
形
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
じ
意
味
の
衣
服
を
身
に
ま 

と
う
。」（p271

・10

～13

） 
 
 

具
体
例
・
・
・
制
服
・
ス
ー
ツ 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

装
い 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

？
「
ロ
ビ
ン
ソ
ン
に
と
っ
て
は
モ
ー
ド
は
存
在
し
な
い
」（
ｐ272

・1

） 

 
 
 
 

↓ 

 
 

他
人
が
い
な
い
状
況
で
生
き
る
人
間 

 
 

「
モ
ー
ド
」・
・
・
様
式 

あ
る
時
代
、
社
会
、
集
団
に
お
い
て
共
通
し
て
見
ら
れ
る
型 

流
行 

   

自
分
の
解
釈 

他
人
の
解
釈 

自
分
の
解
釈 

他
人
の
解
釈 

亀
裂 

整
合 

共
通
・
共
同
性 

一の要約 



P2
70

～
「
垂
直
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
水
平
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」 

 

学
習
プ
リ
ン
ト
１ 

３
年 

 

組 
 

番 

氏
名 

 

一 

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
特
質 

結
論 

 

 
 
 
 

 
 
 
  

 

★<

鏡>

と
は
？ 

 

注
目
！
（
２
） 

「 
 
 
 
 
 
 
 
 

」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 

役
割
・
・
・ 

 

注
目
！
（
３
） 

「 
 
 
 
 

」 

私
た
ち
は
絶
え
ず
視
線
を
交
換
し
な
が
ら
、 

 

 

 

★
装
い
（=

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
）
の
役
割 

「
人
々
は
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
セ
ル
フ
・
イ
メ
ー
ジ
を
補
強
し
、
相
互
に
調
整
す
る
た
め
に
、
共
通
の
可
視 

性
の
ス
タ
イ
ル
へ
と
自
分
の
身
体
的
存
在
を
加
工
・
変
形
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
じ
意
味
の
衣
服
を
身
に
ま 

と
う
。」（p271

・10

～13

） 
 
 

具
体
例
・
・
・ 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

？
「
ロ
ビ
ン
ソ
ン
に
と
っ
て
は
モ
ー
ド
は
存
在
し
な
い
」（
ｐ272

・1

） 

 
 
 
 

↓ 

 
 
 

 
 

「
モ
ー
ド
」・
・
・ 

   

自
分
の
解
釈 

他
人
の
解
釈 

自
分
の
解
釈 

他
人
の
解
釈 

 
 

 

一の要約 



P2
70

～
「
垂
直
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
水
平
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」 

 

学
習
プ
リ
ン
ト
２ 

３
年 

 

組 
 

番 

氏
名 

 

二 

《
垂
直
》
の
装
い
と
《
水
平
》
の
装
い 

（
５
）（
６
）（
７
） 

人
を
秩
序
の
外
部
へ
と
連
れ
出
す
メ
デ
ィ
ア 

 
 
 

 
 

人
を
秩
序
の
内
部
へ
と
組
み
入
れ
る
メ
デ
ィ
ア 

・
存
在
を
変
形
・
修
正
（
５
） 

・
自
分
か
ら
抜
け
出
し
た
い
・ 

 

違
っ
た
自
分
に
な
り
た
い
（
５
） 

・
社
会
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
変
換
（
６
） 

・
自
分
の
存
在
の
転
覆
（
ク
ー
デ
タ
ー
）（
７
） 

 

宇
宙
的 

＝ 

コ
ス
ミ
ッ
ク
（
←
コ
ス
メ
テ
ィ
ッ
ク
） 

存
在
の
コ
ス
ミ
ッ
ク
な
変
換 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

人
類
の
歴
史 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

現
在 

《
垂
直
》
の
装
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《
水
平
》
の
装
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
与
え
ら
れ
た
存
在
の
枠
組
み
の
中
で
の
自
己
イ
メ
ー 

ジ
の
演
出
や
操
作 

・
人
と
人
の
間
の
イ
メ
ー
ジ
変
換 

 

（
８
）
か
つ
て
の
装
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
９
）「
し
か
し
」（p
274

・14

） 

 
 
 

＝
宗
教
・
科
学 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

顔
、
身
体
が
、
世
界
の
「
内
部
」
に
引
き
ず
り
込 

（
＝
見
え
な
い
も
の
を
つ
か
む
技
法
） 

 
 
 
 
 
 

ま
れ
、
顔
は
こ
の
世
界
の
「
外
部
」
に
向
け
ら
れ 

「
別
の
世
界
」
へ
移
行
す
る
た
め
の
装
置 

 
 
 
 
 

る
こ
と
は
な
く
な
っ
て
ゆ
く
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
他
者
へ
の
誘
惑 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
対
人
関
係
の
微
調
整 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
一
定
の
ル
ー
ル
の
中
で
の
か
す
か
な
逸
脱 

  

？
「
そ
れ
に
比
べ
れ
ば
、「
誰
」
と
い
う
こ
と
を
消
去
す
る
覆
面
の
ほ
う
が
、
は
る
か
に
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
と 

言
っ
て
い
い
く
ら
い
で
あ
る
。」（p275

・7

） 

「
覆
面
」
＝
垂
直
の
装
い 

 
 
≽
 
 

「
そ
れ
」
＝
水
平
の
装
い 

本
質
的
な
変
換 

 
 
 
 
 
 
 
 

か
す
か
な
逸
脱 

    

二の要約 

現状 



P2
70

～
「
垂
直
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
水
平
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」 

 

学
習
プ
リ
ン
ト
２ 

３
年 

 

組 
 

番 

氏
名 

 

二 

《
垂
直
》
の
装
い
と
《
水
平
》
の
装
い 

（
５
）（
６
）（
７
） 

人
を
秩
序
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

メ
デ
ィ
ア 

 

人
を
秩
序
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

メ
デ
ィ
ア 

・ ・ 

 
 ・ ・ 

    

《
垂
直
》
の
装
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《
水
平
》
の
装
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・  ・ 

 

（
８
）
か
つ
て
の
装
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
９
）「
し
か
し
」（p
274

・14

） 

 
 
 

＝ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

顔
、
身
体
が
、
世
界
の
「
内
部
」
に
引
き
ず
り
込 

 
 
 
 
 
 

ま
れ
、
顔
は
こ
の
世
界
の
「
外
部
」
に
向
け
ら
れ 

 
 
 
 
 

る
こ
と
は
な
く
な
っ
て
ゆ
く
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ 

  

？
「
そ
れ
に
比
べ
れ
ば
、「
誰
」
と
い
う
こ
と
を
消
去
す
る
覆
面
の
ほ
う
が
、
は
る
か
に
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
と 

言
っ
て
い
い
く
ら
い
で
あ
る
。」（p275

・7

） 

「
覆
面
」
＝ 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

「
そ
れ
」
＝ 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

二の要約 

現状 



P2
70

～
「
垂
直
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
水
平
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」 

 

学
習
プ
リ
ン
ト
３ 

３
年 

 

組 
 

番 

氏
名 

 

三 

現
代
（
モ
ー
ド
の
世
紀
）
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
問
題
点 

 

（10

）
～
（12
） 

垂
直
性
の
ベ
ク
ト
ル
を
失
っ
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
（10

） 

 

１
、
優
劣
、
差
異
の
み
を
求
め
る
（11

） 

 

２
、
✕ 

意
味
の
新
し
さ 

 
 
 

〇 

形
式
の
新
し
さ 

（12

） 

 

３
、「
新
し
さ
」
は
規
定
さ
れ
た
空
間
を
循
環
す
る
し
か
な
い
（12

） 

 
 
 

（
←
極
端
に
身
体
の
輪
郭
が
ゆ
が
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
） 

※
「
そ
の
理
由
は
」「
言
い
換
え
る
と
」「
例
え
ば
」「
要
す
る
に
」 

  

（13

）（14

） 

モ
ー
ド
（
プ
リ
ン
ト
１
参
照
）
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス 

 

引
用
よ
り
・
・
・
モ
ー
ド
は
あ
ら
ゆ
る
秩
序
を
覆
す
（13

） 

  

無
根
拠
、
歯
止
め
の
な
さ
、
持
続
性
の
な
さ
、
変
わ
り
や
す
さ
・
・
・（14

） 

 

「
モ
ー
ド
は
、
自
ら
つ
く
り
上
げ
た
意
味
を
裏
切
る
こ
と
を
唯
一
の
目
的
と
す
る
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
・
逆
説 

    

 

本
文
全
体
の
要
約 

        

三の要約 
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70

～
「
垂
直
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
水
平
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」 

 

学
習
プ
リ
ン
ト
３ 

３
年 

 

組 
 

番 

氏
名 

 

三 

現
代
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 

）
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
問
題
点 

 

（10

）
～
（12
） 

 

 

１
、 

 

２
、
✕ 

 
 
 

の
新
し
さ 

 
 
 

〇 
 
 
 

の
新
し
さ 

 

３
、「
新
し
さ
」
は 

 
 
 

（
← 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

※
「
そ
の
理
由
は
」「
言
い
換
え
る
と
」「
例
え
ば
」「
要
す
る
に
」 

  

（13

）（14

） 

モ
ー
ド
（
プ
リ
ン
ト
１
参
照
）
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス 

 

引
用
よ
り
・
・
・ 

  

無
根
拠
、
歯
止
め
の
な
さ
、
持
続
性
の
な
さ
、
変
わ
り
や
す
さ
・
・
・（14

） 

 

「
モ
ー
ド
は
、
自
ら
つ
く
り
上
げ
た
意
味
を
裏
切
る
こ
と
を
唯
一
の
目
的
と
す
る
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

    

 

本
文
全
体
の
要
約 

     

三の要約 


